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病院の理念

職員が働きたい、働いてよかった、

患者さんがかかりたい、かかってよかった

地域が在って欲しい、在るので安心

といえる医療をおこなう。

専門外来紹介
ＮＯ.1

地域の皆さまと共に
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地
域
の
皆
様
へ

 
 
 

効
率
化
　
―
病
院
・
地
域
・
国
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
で
―

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

院
長
飯
田
修
平  

　
　

Ⅰ
　
　
効
率
化
に
よ
る
質
向
上

 

平
成
二
十
二
年
度
の
職
員
研
修
と
医
療
の

質
向
上

（MQ
I

）
活
動
の
統
一
主
題
は

「
効

率
化
―
ム
リ
・
ム
ラ
・
ム
ダ
を
な
く
す
ー
」
で

す
。
品
質
管
理
の
原
点
に
戻
っ
て
、
業
務
を

見
直
す
こ
と
が
目
的
で
す
。

　
経
済
後
退
、
医
療
崩
壊
が
進
む
中
、
医
療

の
質
向
上
に
関
す
る
社
会
の
要
求
が
益
々
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
質
向
上
に
は
、
効
率
化
が
必

須
の
条
件
で
す
。

　
効
率
化
と
は
、
モ
ノ
の
ム
ダ
を
無
く
す
だ

け
で
は
な
く
、
仕
事
の
流
れ
、
段
取
り
を
良

く
し
、
時
間
の
ム
ダ
も
無
く
す
こ
と
で
す
。

　
三
月
に
、
日
本
品
質
管
理
学
会
の
医
療
経

営
の
研
究
会
で
米
国
に
出
張
し
ま
し
た
。

M
ayo H
ealth
care System

, Joh
ns H
opkins

H
o
sp
ital, 
B
o
sto
n
 M
e
d
ic
al C
e
n
te
r

,B
righ
am
 and
 W
om
en's H
o
spital

と
い
う

質
の
高
い
こ
と
で
有
名
な
病
院
と
、I

H
I

（In
stitute for H

ealthcare Im
p
ro
vem
ent

）

と
い
う
医
療
の
質
向
上
を
研
究
・
推
進
す
る

組
織
を
訪
問
し
、
質
に
関
す
る
議
論
を
し
ま

し
た
。

日
米
の
医
療
制
度
は
異
な
り
ま
す

が
、
効
率
化
と
共
に
質
向
上
が
必
要
と
い
う

認
識
は
同
じ
で
す
。
ど
の
病
院
も
ト
ヨ
タ
生

産
方
式
のk

aizen

、L
ean 

、P
D
SA

に
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。L
e
a
n

を
簡
単
に
言
う

と
、
ム
ダ
取
り
で
す
。

Ⅱ
　
病
床
確
保
と
そ
の
機
能

　
練
馬
区
の
病
床
確
保
に
関
す
る
検
討
会
委

員
と
し
て
参
画
し
、
三
月
末
で
報
告
書
を
ま

と
め
ま
し
た
。

　
練
馬
区
西
部
地
区
に
病
院
の
配
置
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
規
模
や
機
能
に
関
し
て
は

様
々
の
意
見
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
際
、
病
床
が
不
足
し
た
原
因
を
考
え

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

病
床
を
増
加
す

る
だ
け
で
は
、
ま
た
、
同
じ
結
果
を
生
む
こ

と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
区
西
北
部
二
次
医
療
圏
で
は
数
年
前
ま
で

は
病
床
過
剰
地
域
で
し
た
。
現
在
、
病
床
が

不
足
し
て
い
る
原
因
は
、

病
院
崩
壊
と
い
わ

れ
る
よ
う
に
、
経
営
難
で
病
院
が
閉
鎖

・
縮

小
あ
る
い
は
診
療
所
に
移
行
し
た
こ
と
で
す
。

経
営
主
体
が
交
代
し
た
病
院
も
あ
り
ま
す
。

　
ど
の
よ
う
な
機
能
の
病
院
、

病
床
が
必
要

か
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
練
馬
区
内
に
は
、
い
わ
ゆ
る
総
合
病
院
は
、

練
馬
総
合
病
院
、
光
が
丘
日
大
病
院
、
順
天

堂
練
馬
病
院
の
三
つ
が
あ
り
ま
す
。
三
病
院

と
も
に
病
床
稼
働
率
は
八
〇
％
台
で
す
。
病

院
内
の
効
率
化
を
図
っ
て
い
ま
す
が
、

地
域

連
携
が
進
め
ば
さ
ら
に
効
率
的
な
運
営
が
で

き
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
急
性
期
の
状
態
が
安

定
し
、
回
復
期
、
亜
急
性
期
、
長
期
療
養
が

必
要
な
方
に
は
、
病
態
に
応
じ
た
病
院
や
施

設
に
移
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ

の
受
け
皿
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の

機
能
と
初
期
治
療
を
担
当
す
る
病
院
が
不
足

し
て
い
る
の
で
す
。
既
存
病
院
、
病
床
を
有
効

活
用
す
る
方
策
が
効
率
的
か
つ
有
効
で
す
。

　
例
え
ば
、

当
院
で
は
、

ご
希
望
の
病
床
が

な
く
、
ご
不
便
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
。

退
院
可
能
に
な
っ
て
も
、
家
庭
の
都
合
や
、

転
院
先
の
病
院
や
施
設
が
な
く
、
退
院
が
延

期
す
る
こ
と
も
要
因
で
す
。

Ⅲ
　
医
療
制
度
改
革

　
政
府
は

「
高
齢
者
医
療
制
度
改
革
会
議
」

を
設
置
し
ま
し
た
。
検
討
の
六
つ
の
原
則
は
、

以
下
の
通
り
で
す
。

①
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を
廃
止
す
る
。

②
高
齢
者
の
新
た
な
制
度
を
構
築
す
る
。

③
年
齢
で
区
分
し
な
い
制
度
と
す
る
。

④
市
町
村
国
保
等
の
負
担
増
に
配
慮
す
る
。

⑤
保
険
料
の
急
増
や
不
公
平
を
な
く
す
。

⑥
市
町
村
国
保
の
広
域
化
に
つ
な
げ
る
。

　
し
か
し
、
四
月
か
ら
高
齢
者
医
療
制
度
を

廃
止
し
ま
す
が
、
夏
以
降
を
目
途
に
、
新
た

な
制
度
の
基
本
的
な
方
向
の
中
間
と
り
ま
と

め
を
し
、
四
年
間
で
改
革
す
る
と
い
う
の
ん
び

り
し
た
も
の
で
す
。

Ⅳ
　
近
況

　　
新
入
職
員
研
修
会
を
三
月
三
十
・
三
一
日

の
二
日
間
行
い
ま
し
た
。

　
医
師
、
研
修
医
、
看
護
師
等
の
増
員
あ
る

い
は
交
代
が
き
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

　
地
域

・
区
民
の
皆
様
の
絶
大
な
る
ご
支
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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新
採
用
者
の
み
な
さ
ん
、
就
職
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
を
お
迎
え
す
る
こ
の
時
期
は
春

の
息
吹
を
感
じ
、

す
が
す
が
し
い
気
持
に

な
り
ま
す
。

　
新
し
い
出
会
い
の
新
た
な
風
は
職
場
内
を

吹
き
抜
け
活
性
化
さ
れ
、

目
に
は
見
え

ま
せ
ん
が
吹
く
風
は
１
人
の
あ
な
た
で
あ

り
全
職
員
の
風
土
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　
先
輩
達
は
伝
え
た
い
こ
と
が
数
限
り
な

く
あ
り
、
た
く
さ
ん
の
事
を
指
導
を
受
け

る
事
に
な
り
ま
す
が
一
日
も
早
く
、
環
境

に
慣
れ
て
い
た
だ
き
一
緒
に
仕
事
を
し
て
い

き
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
で
す
。
学
ぶ
べ
き

時
は
謙
虚
に
学
び
、
学
ぶ
側
の
責
任
と
し

て
前
向
き
な
姿
勢
を
持
っ
て
望
ん
で
頂
き

た
い
。
と
も
す
る
と
「
教
え
る
の
は
あ
た
り

ま
え
」
と
構
え
て
し
ま
い
指
示
待
ち
型
で

は
成
長
は
望
め
ま
せ
ん
。
自
分
自
身
の
目
標

を
見
据
え
て
壁
を
乗
り
切
っ
て
こ
そ
自
分
の

自
信
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
時
に

「
一
人
前
」
の

お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
心
身
・

技
能

・
力
量
を
備
え
て
仕
事
を
す
る
意
義

を
自
覚
し
て
責
任
を
持
っ
て
一
人
前
の
社
会

人
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
皆
さ
ん
が
こ
こ
で
働
こ
う
と
決
め
た
病
院
で

す
。
何
か
を
得
な
か
っ
た
ら
「
も
っ
た
い
な
い
」

と
思
い
ま
す
。

今
の
変
革
期
の
医
療
界
を

乗
り
切
る
に
は
、
多
く
の
能
力
と
労
力
を

必
要
と
し
ま
す
。

　
専
門
職
種
と
し
て
最
新
の
情
報
を
把
握
し

対
応
し
て
い
く
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
他

職
種
と
の
連
携
や
対
人
能
力
、
問
題
解
決

能
力
を
身
に
つ
け
、
仕
事
に
誇
り
を
持
っ
て

働
い
て
く
だ
さ
い
。

　
患
者
さ
ん
や
周
り
の
方
に
フ
ォ
ー
マ
ル
に
丁

寧
に
、
敬
意
を
払
い
な
が
ら
接
す
る
こ
と
で

自
分
自
身
が
豊
か
に
な
り
、

楽
な
人
間
関

係
が
築
づ
け
ま
す
。

　
相
手
の
こ
と
を
よ
く
考
え
て
相
手
の
た
め

に
な
る
仕
事
を
す
る
事
を
期
待
し
て
お
り
ま

す
。

看
護
部
長
　
高
橋
礼
子

新
採
用
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
新
入
職
員
の
皆
さ
ん
、

ご
就
職
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
新
し
く
練
馬
総
合
病
院
で
働
く
こ
と
に

な
っ
た
皆
さ
ん
を
心
か
ら
歓
迎
し
ま
す
。

　
練
馬
総
合
病
院
は
昭
和
二
十
三
年
に
創

立
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
四
五
年
に
鉄
筋
地

下
二
階
、
地
上
七
階
、
二
四
五
床
の
病
院

を
設
立
し
、
平
成
一
八
年
に
新
病
院
に
移

転
し
ま
し
た
。

　
移
転
当
初
の
二
年
間
の
病
院
経
営
は
厳

し
い
状
況
で
し
た
。
し
か
し
こ
こ
一
年
は
何

と
か
医
師
、
看
護
師
を
は
じ
め
と
す
る
職

員
を
確
保
し
、
入
院
患
者
さ
ん
、
紹
介
患

者
さ
ん
を
ふ
や
す
こ
と
が
で
き
、
地
域
の

中
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
と
な
っ
て
き

ま
し
た
。

新
入
職
員
の
皆
さ
ん
へ

　
　
　
　
　
　

　
　         

副
院
長
　
柳
川
達
生

　

　
医
療
関
係
者
か
ら
の
評
価
も
高
ま
っ
て
き

て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
評
価
を
高
め
て
い
く

た
め
に
は
皆
さ
ん
の
力
が
必
要
で
す
。

　
ま
ず
は
当
院
の
業
務
に
慣
れ
て
い
た
だ
き
、

そ
の
上
で
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
を
達

成
で
き
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

　
そ
し
て
そ
の
成
果
が
何
ら
か
の
形
で
病
院

に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。
　
　

　
来
年
の
桜
の
季
節
に
は
練
馬
に
勤
務
し
て

よ
か
っ
た
と
思
え
る
よ
う
に
一
緒
に
頑
張
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

　
で
き
る
だ
け
多
く
の
方
が
来
年
も
引
き
続

き
勤
務
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
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略
歴
　

浜
松
医
科
大
学
卒
業

日
本
外
科
学
会
専
門
医

日
本
呼
吸
器
外
科
学
会
専
門
医

　
専
門

肺･

縦
隔

・
胸
壁
の
良
性
悪
性
疾
患

・
胸
部
外
傷

担
当
外
来

練
馬
総
合
病
院   

火
曜
日
　
午
後

慶
應
義
塾
大
学
病
院
　
月
曜
日
　
午
後

　　練
馬
総
合
病
院
呼
吸
器
外
科
で
は
、
自
然

気
胸
、
縦
隔
腫
瘍
、
胸
壁
腫
瘍
、
良
性
肺

腫
瘍
、
原
発
性
肺
癌
、
転
移
性
肺
癌
、
そ

の
他
の
肺

・
縦
隔
疾
患
に
つ
き
、
呼
吸
器
外

科
専
門
医
が
専
門
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
慶
應
義
塾
大
学
病
院

（
以
下
慶
應
大
学

病
院
）
と
の
連
携
も
合
わ
せ
、
各
種
検
査,

手
術
が
可
能
で
す
。

　
最
近
は
胸
部
Ｃ
Ｔ
検
査
の
普
及
に
伴
い
、

肺
腫
瘍
、

特
に
早
期
肺
癌
を
疑
う
胸
部
異

常
陰
影
の
発
見
契
機
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
患
者
さ
ん
に
対
し
、

定
期
経

過
観
察
ほ
か
、

必
要
が
あ
れ
ば
気
管
支
鏡

検
査
、
Ｃ
Ｔ
ガ
イ
ド
下
生
検
を
施
行
し
、
適

切
な
治
療
方
針
を
計
画
し
、
責
任
を
持
っ
て

診
察
し
て
い
ま
す
。

　
比
較
的
侵
襲
の
少
な
い
手
術

（
自
然
気
胸

手
術

・
各
種
リ
ン
パ
節
生
検

・
間
質
性
肺
炎

を
含
む
診
断
的
肺
生
検･

転
移
性
肺
癌
）
に

つ
い
て
は
当
院
で
施
行
可
能
で
す
。

　
原
発
性
肺
癌
を
は
じ
め
、
よ
り
専
門
性
の

高
い
高
度
な
手
術
に
関
し
て
は
慶
應
大
学
病

院
と
連
携
し
、

当
院
ま
た
は
慶
応
大
学
病

院
に
お
い
て
手
術
を
施
行
し
ま
す
。

　
地
域
の
皆
様
の
胸
部
疾
患
に
対
し
て
、
少

し
で
も
診
察
の
助
け
に
な
れ
る
よ
う
尽
力
し

ま
す

特殊外来紹介
呼
吸
器
外
科
紹
介

担当医師　江間俊哉医師

　
漢
方
内
科
よ
り
お
知
ら
せ

四
月
よ
り
水
曜
日
の
午
後
に
斉
藤
輝
夫
先

生
を
お
迎
え
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
月
曜
日
か
ら
木
曜
日
ま
で

毎
日
漢
方
外
来
が
開
か
れ
る
事
と
な
り
、

今
ま
で
よ
り
充
実
し
た
診
療
体
制
に
な
り

ま
す
。

【
斉
藤
輝
夫
先
生
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

昭
和
四
０
年
東
京
医
科
歯
科
大
学
医
学
部

卒
。

　
漢
方
医
歴
三
七
年
の
大
ベ
テ
ラ
ン
の
先
生

で
す
。

　
平
成
一
七
年
よ
り
東
邦
大
学
医
療
セ
ン

タ
ー
大
森
病
院
東
洋
医
学
科
客
員
講
師
と

な
り
、
医
師
と
し
て
、
札
幌
医
科
大
学
脳

神
経
外
科

・
国
立
東
静
病
院
内
科
・
斉
藤

医
院
勤
務
を
経
て
、
現
在
、
横
浜
朱
雀
漢

方
セ
ン
タ
ー
顧
問
、
恵
和
会
赤
羽
岩
淵
病

院
漢
方
内
科
に
て
漢
方
診
療
に
た
ず
さ
わ
っ

て
い
ま
す
。

 

　
全
国
で
開
催
さ
れ
る
研
究
会
で
も
活
躍
さ

れ
て
い
ま
す
。
診
療
分
野
は
漢
方
全
般
に

わ
た
り
ま
す
の
で
、
科
別
に
関
わ
ら
ず
受

診
い
た
だ
く
事
が
で
き
ま
す
。
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「外来患者さんアンケート」集計結果「外来患者さんアンケート」集計結果

　1月17日と19日の2日間、 外来患者さんを対象に 『外来アンケート』 を実施いたしました。
多数の方々 にご協力をいただき、ありがとうございました。アンケート集計結果の一部を報告いた
します。
　当院では、 アンケートやご意見箱などで皆様のご意見をお伺いし、 医療の質向上を行い、 安
心してかかれる病院づくりを目指しています。
改善要望に対しては直ちに対応できることは実施しています。(n=145)

Q1. 当院へは何でいらっしゃいますか？ Q2.. 何科におかかりですか？

Q3. 当院を選んだ理由は

その他
9.8%

家が近い
26.5%

大きな総合病院
だから
13.7%

医療設備が十分
に整っている
13.2%

医院・診療所紹
介
12.7%

良い医師がいる
と聞いたから
6.9%

知っている医師
がいる
7.4%

他院の紹介
9.8%
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Q4. 職員の応対態度はいかがですか

61.2%

60.8%

64.5%

36.4%

58.0%

10.4%

52.6%

47.5%

41.7%

45.5%

35.7%

35.2%

34.4%

63.6%

40.2%

11.2%

43.8%

45.8%

52.8%

51.9%

3.2%

0.9%

5.9%

3.6%

1.1%

0.8%

0.0%

0.8%

1.3%

5.6%

1.3%

0.8%

0.0%

2.3%

0.0%

0.0%

0.8%

0.0%

0.8%

0.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

医師

看護婦

レントゲン

検査

リハビリ

医療相談

受付

会計

売店

清掃員

満足 やや満足 やや不満 不満

男性
41.3%

女性
58.7%

80歳～
4.3%

50～59歳
11.6%

40～49歳
10.9%

30～39歳
8.7%

70～79歳
26.8%

60～69歳
26.1%

～19歳
2.9%
20～29歳
8.7%



ﾊﾛｰﾎｽﾋﾟﾀﾙ　75号　6

　
平
成
二
十
二
年
二
月
一
八
日

（
木
）
第

三
回
大
腿
骨
頸
部
骨
折
パ
ス
検
討
会
が
開

催
さ
れ
、
練
馬
総
合
病
院
と
連
携
医
療

機
関
７
施
設
の
合
わ
せ
て
四
二
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
検
討
会
で
は
、

実
際
に
地
域
連
携
パ
ス

を
使
用
し
た
症
例
を
通
し
て
、
超
高
齢
者

社
会
の
中
、

急
性
期
病
院
で
あ
る
当
院

と
リ
ハ
ビ
リ
を
中
心
に
患
者
の
社
会
復
帰
、

在
宅
に
む
け
て
、
連
携
医
療
機
関
や
、
医

師
、
看
護
師
、
理
学
療
法
士
、
医
事
課
、

地
域
連
携
室
、

医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
な
ど
多
職
種
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
情
報

が
あ
る
と
リ
ハ
ビ
リ
病
院
へ
の
転
院
が
円
滑

に
行
え
る
か
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
実
際
に
当
院
の
病
棟
や
リ
ハ
ビ
リ

室
を
見
学
を
し
な
が
ら
、

当
院
職
員
と

連
携
医
療
機
関
の
方
々
と
の
間
で
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
こ
の
よ
う
な
会
を
通
し
、
連

携
医
療
機
関
と
協
力
し
な
が
ら
、
、
よ
り

良
い
医
療
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
　

第
三
回
大
腿
骨
頸
部
骨
折

　
　
　
地
域
連
携
パ
ス
検
討
会
開
催
報
告

　
　
第
五
回
練
馬
総
合
病
院

　
　
　  

　
　
　
　
救
急
症
例
研
究
会

　

  

平
成
二
十
二
年
一
月
十
五
日

（
金
）
、
練

馬
総
合
病
院
と
練
馬
消
防
署
と
の
共
催
で

第
五
回
練
馬
総
合
病
院
症
例
研
究
会
が
開

催
さ
れ
、

近
隣
の
五
消
防
署
の
救
急
救
命

士
、
救
急
隊
員
及
び
当
院
職
員
の
約
七
０

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
当
院
へ
救
急
搬
送
さ
れ
た
症
例
に
つ

い
て
頻
呼
吸
を
訴
え
る
傷
病
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
救
急
搬
送
症
例

　
練
馬
消
防
署
　
小
野 

翼
救
急
救
命
士

　
覚
知
か
ら
搬
送
ま
で
説
明

   

糖
尿
病
性
ケ
ト
ア
シ
ド
ー
シ
ス
に
よ
る

　
呼
吸
困
難
を
き
た
し
て

　
　
　
　
　
救
急
搬
送
さ
れ
た
症
例

　
内
科
研
修
医
　
島
田
理
子
医
師
が
入
院
後

の
経
過
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　
練
馬
消
防
署
と
練
馬
総
合
病
院
の
共
同
研

究
と
し
て

「
練
馬
消
防
署
と
練
馬
総
合
病
院
の

        

救
急
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
の
取
り
組
み
」

　
練
馬
消
防
署
　
池
田
論
理
救
急
救
命
士

　
練
馬
総
合
病
院
外
科

・
栗
原
直
人
医
師
が

報
告
し
ま
し
た
。

練
馬
消
防
署
か
ら
の
話
題
提
供
と
し
て

「
救
急
医
療
の
東
京
ル
ー
ル
に
つ
い
て
」

 

山
﨑 
義
郎
　
救
急
救
命
士
が
説
明
し
、
医

師

・
救
急
救
命
士
、
看
護
師
が
チ
ー
ム
を
結

成
し
て
の
ぞ
む
救
急
現
場
の
実
践
訓
練
の
一

環
で
あ
る
メ
デ
ィ
カ
ル
ラ
リ
ー
に
つ
い
て
池
田
論

理
救
急
救
命
士
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

皮
膚
科
的
緊
急
疾
患
の
講
演

「
知
っ
て
お
き
た
い
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
と
        

　      

そ
の
対
応
」
に
つ
い
て
、

　
皮
膚
科
小
菅
治
彦
医
師
が
ア
レ
ル
ギ
ー
の
一

般
的
な
知
識
か
ら
、
よ
り
実
践
的
で
あ
り
身

近
な
問
題
で
あ
る
ハ
チ
さ
さ
れ
を
話
題
に
と
り

あ
げ
、
ハ
チ
の
種
類
、
ハ
チ
さ
さ
れ
の
影
響
な

ど
興
味
深
い
内
容
の
講
演
で
し
た
。

　
質
疑
応
答
で
は
、

救
急
隊
よ
り
糖
尿
性
ケ

ト
ア
シ
ド
ー
シ
ス
や
大
腿
骨
頸
部
骨
折
の
判
断

基
準
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、
各
科
の
医
師

が
説
明
し
ま
し
た
。

　
研
究
会
終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

「
医

師
の
生
の
意
見
を
聞
く
機
会
が
無
か
っ
た
の

で
、
と
て
も
良
か
っ
た
」
「
救
急
現
場
を
多
く

の
視
点
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
た
」
「
現
場

観
察
に
役
立
つ
と
思
う
」
と
い
っ
た
意
見
が

寄
せ
ら
れ
、

今
回
の
会
も
充
実
し
た
内
容

で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
救
急
隊
と
練
馬
総
合
病
院
と
の

相
互
理
解
を
深
め
、
よ
り
良
い
救
急
医
療

を
実
現
す
る
為
に
活
動
を
継
続
し
て
い
き
ま

す
。
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腰
痛
、
腹
痛
、
便
秘
、
胃
痛
、
尿
失
禁
、

白
内
障
な
ど
誰
も
が
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る

症
状
に
は
重
大
な
病
気
が
か
く
れ
て
い
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

  

新
企
画
で
は
各
科
の
専
門
医
が
こ
の
よ
う

な
症
状
や
疾
患
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
解

説
を
し
ま
す
。
皆
様
の
日
常
生
活
で
参
考

に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
今
回
は
、
便
秘
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。

消
化
器
症
状
の
な
か
で
も
多
く
の
皆
さ
ん
が

悩
ん
で
い
る
症
状
の
ひ
と
つ
で
す
。

　
便
秘
は
、

便
が
乾
燥
し
硬
く
小
さ
く
な

り
、
排
便
回
数
が
減
り
、
便
通
が
数
日
間

な
い
な
ど
、
便
の
排
泄
が
困
難
に
な
っ
た
状

態
で
す
。

 

便
秘
は
男
性
に
比
べ
て
女
性
に
多
く
、
若

年
者
よ
り
も
高
齢
者
に
多
く
認
め
ら
れ
ま

す
。
便
秘
に
対
す
る
薬
は
古
い
記
録
で
は
紀

元
前
１
５
５
０
年
の
パ
ピ
ル
ス
に
セ
ン
ナ
、

蓖

麻
子
油
、

ア
ロ
エ
な
ど
の
記
載
が
あ
り
ま

す
。
ギ
リ
シ
ヤ
や
中
国
の
古
い
書
物
に
も
便

秘
薬
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、

太
古
か
ら

人
類
は
便
秘
に
悩
ま
さ
れ
て
き
た
と
い
え
ま

す
。

　
糞
は
食
べ
物
の
な
か
で
消
化
さ
れ
な
か
っ
た

物
、
腸
の
な
か
の
細
菌
、
胆
汁
な
ど
の
消
化

液
、
水
分
、
老
廃
物

（
死
亡
し
た
腸
管
壁

の
細
胞
な
ど
）
な
ど
で
す
。
そ
の
割
合
は
、

食
べ
の
も
の
か
す

（5

％
）
、

細
菌
の
死
骸

（10
-
1
5

％
）
、
水
分

（60

％
）
、
老
廃
物

（15-2
0

％
）
で
す
。

 

　
便
の
黄
色
は
胆
汁
に
よ
る
も
の
で
す
。
便

は
食
物
繊
維
や
炭
水
化
物
を
多
く
食
べ
る
と

太
く
な
り
ま
す
。

便
は
健
康
状
態
を
反
映

す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
便
秘
と
は
、

２
～
３
日
に
一
回
く
ら
い
の

排
便
回
数
や
残
便
感
が
あ
る
と
便
秘
と
考

え
ら
れ
ま
す
が
、

自
覚
症
状
に
は
個
人
差

が
大
き
く
食
事
摂
取
量
が
少
な
く
、
一
週

間
に
一
回
し
か
排
便
が
な
く
て
も
困
ら
な
い

人
も
い
れ
ば
、
毎
日
あ
る
が
残
便
感
が
激
し

く
不
快
な
た
め
便
秘
と
し
て
悩
ん
で
い
る
人

も
い
ま
す
。

　
腹
部
膨
満
感
や
腹
痛
な
ど
の
症
状
や
、

排
便
時
の
出
血
な
ど
は
便
秘
の
他
に
消
化

管
の
病
気
が
か
く
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る

重
要
な
症
状
で
す
。

 

・
い
つ
か
ら
症
状
が
み
と
め
ら
れ
る
か
、

 

・
手
術
な
ど
の
既
往
が
あ
る
か
、

 

・
最
近
の
食
事
内
容
や
便
秘
に
な
り
や
す
い

薬
を
内
服
し
て
い
る
か
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

便
秘
の
原
因
は

①
何
ら
か
の
原
因
に
よ
り
腸
管
が
狭
く
な
り
、

便
の
通
過
が
困
難
に
な
る
場
合

（
器
質
的
便

秘
）
②
腸
管
の
動
き
が
悪
く
な
り
、
痙
攣
状
態
で

規
則
的
に
便
が
出
な
く
な
る
場
合
な
ど

（
機

能
的
便
秘
）
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

習
慣
性
の
便
秘
で
あ
れ
ば
、
生
活
習
慣
の

改
善
や
下
剤
を
服
薬
し
な
が
ら
調
節
し
ま

す
。

  

問
題
に
な
る
の
は
腹
痛
を
伴
う
急
性
の
便
秘

で
大
腸
癌
な
ど
の
大
腸
狭
窄
に
よ
る
便
秘
で

す
。
腸
閉
塞
で
緊
急
の
処
置
や
手
術
が
必
要

な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 

　
こ
れ
ら
の
便
秘
は
適
切
な
検
査

（
便
潜
血

反
応
、
腹
部
単
純
写
真
、
注
腸
、
下
部
消

化
管
内
視
鏡
検
査
（
大
腸
フ
ァ
イ
バ
ー
検
査
）

な
ど
を
行
い
、
診
断

・
治
療
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　
便
秘
薬
に
は
腸
管
内
容
物
の
量
を
増
や
し

て
腸
内
腔
を
拡
張
さ
せ
、
腸
の
動
き
を
活
発

化
さ
せ
る
便
秘
薬
が
多
く
使
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
酸
化
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
（
マ
グ
ミ
ッ
ト
、
カ
マ
）

な
ど
の
下
剤
は
比
較
的
緩
徐
で
習
慣
性
が
な

く
、

副
作
用
が
少
な
い
下
剤
で
す
。

　
し
か
し
、
腎
機
能
障
害
が
あ
る
と
血
中
の

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
が
高
く
な
る
こ
と
が
あ
る
の
で

注
意
が
必
要
で
す
。

　
プ
ル
ゼ
ニ
ド
や
ア
ロ
ー
ゼ
ン
な
ど
の
ア
ン
ト
ラ

キ
ノ
ン
系
誘
導
体

（
セ
ン
ナ
、
セ
ン
ノ
イ
ド
、

大
黄
な
ど
）
、
ラ
キ
ソ
べ
ロ
ン
は
大
腸
に
お
い

て
腸
内
細
菌
の
作
用
で
活
性
化
さ
れ
、

大

腸
の
粘
膜
を
刺
激
し
て
腸
の
動
き
を
良
く

す
る
便
秘
薬
で
習
慣
性
が
あ
り
ま
す
。

　
浣
腸

（
グ
リ
セ
リ
ン
）
や
坐
薬

（
レ
シ
カ
ル

ボ
ン
な
ど
）
も
腸
管
の
運
動
を
亢
進
さ
せ
て

排
便
を
促
し
ま
す
。

　
便
秘
は
も
っ
と
も
患
者
が
多
い
疾
患
の
一
つ

で
す
。
食
生
活
や
運
動
、
ス
ト
レ
ス
な
ど
日

常
生
活
の
影
響
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
て
お

り
、

生
活
習
慣
の
改
善
も
大
切
で
す
。

　
便
か
ら
始
め
る
健
康
管
理
に
つ
い
て
み
な
さ

ん
も
考
え
ま
し
ょ
う
。

　
改
善
し
な
い
便
秘
で
お
悩
み
の
方
は
一
度

専
門
医
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　        

栗
原
直
人
　

　  

　
　
　
　
外
科

・
消
化
器
外
科

・

　           
　
消
化
器
病

・
内
視
鏡
専
門
医

多
く
の
人
が
か
か
る
病
気
に
つ
い
て
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最
近
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
情
報
機
器

や
テ
レ
ビ
な
ど
を
通
じ
て
様
々
な
健
康
情
報
が

手
軽
に
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

得

ら
れ
た
情
報
が
本
当
に
自
分
に
と
っ
て
必
要
な

の
か
ど
う
か
が
わ
か
り
に
く
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

り
、
更
に
は
得
ら
れ
た
情
報
が
本
当
に
正
し
い

か
ど
う
か
も
分
か
ら
な
く
な
る
と
い
っ
た
事
態

が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
背
景
に
、
レ
デ
ィ
ー
ス

ド
ッ
ク
で
は
必
要
か
つ
正
し
い
情
報
を
オ
ー
ダ
ー

メ
ー
ド
で
提
供
し
、
ド
ッ
ク
後
の
健
康
づ
く
り

に
役
立
て
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
設
計
し

ま
し
た
。

　
女
性
は
七
歳
で
腎
氣
が
盛
ん
に
な
り
永
久
歯

が
生
え
、
髪
も
伸
び
、
十
四
歳
で
月
経
が
始

ま
り
、
子
を
産
む
事
が
出
来
る
よ
う
に
な
る
。

二
十
一
歳
で
成
熟
し
、
二
十
八
歳
で
ピ
ー
ク

を
迎
え
、
三
十
五
歳
か
ら
衰
え
始
め
て
、
四

十
二
歳
で
白
髪
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、

四

十
九
歳
で
閉
経
す
る
と
い
う
よ
う
に
七
の
倍
数

に
従
っ
て
変
化
す
る
と
云
わ
れ
て
お
り
、
一
生

を
通
じ
て
ホ
ル
モ
ン
の
影
響
を
大
き
く
受
け
て

変
化
を
続
け
ま
す
。

　

　
ま
た
、
女
性
は
身
体
的
に
も
精
神
的
に
も
　

月
経
サ
イ
ク
ル
の
影
響
を
受
け
て
生
活
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
個
別
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
重
視
し
、
申
し

込
み
時
か
ら
担
当
保
健
師
が
責
任
を
持
っ

て
、
検
査
と
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
内
容
を
計
画

し
、
ご
要
望
に
応
じ
た
コ
ー
ス
を
設
定
い
た
し

ま
す
。

　
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
最
後
に
は
、

本
セ
ン

タ
ー
の
特
徴
で
あ
る
漢
方
医
の
診
断
を
受

け
て
、
体
質
に
あ
っ
た
健
康
ア
ド
バ
イ
ス
ま
で

受
け
る
事
が
出
来
ま
す
。

　
是
非
、

当
院
の
レ
デ
ィ
ー
ス
ド
ッ
ク
を
ご

利
用
頂
き
、
健
康
づ
く
り
に
役
立
て
て
頂

き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
皮
膚
の
状
態
が
悪
い
と
、
な
ん
と
な
く
人

前
に
出
る
の
に
気
が
引
け
た
り
、
楽
し
い
気

分
に
な
れ
な
い
こ
と
は
誰
で
も
多
か
れ
少
な

か
れ
経
験
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

防
衛
医
科
大
学
校
卒
業
　

日
本
産
科
婦
人
科
学
会
　

産
婦
人
科
専
門
医

日
本
東
洋
医
学
会
　

         

漢
方
専
門
医

レディースドック開設のお知らせ

レディースドック統括責任者

　　中田英之医師

　

　
今
回
新
た
に
設
定
い
た
し
ま
し
た
レ
デ
ィ
ー

ス
ド
ッ
ク
は
、
通
常
の
ド
ッ
ク
と
は
異
な
り
、

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
重
視
し
た
内
容
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ド
ッ
ク
の
お
申
し
込
み
を
い
た
だ
き

ま
し
た
ら
、
事
前
に
問
診
表
を
記
載
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
日
常
生
活
に
支
障
が
な
い
た
め
に
放
置
し
て

し
ま
っ
た
り
、
昨
今
の
流
行
で
根
拠
の
な
い

美
容
の
宣
伝
に
振
り
回
さ
れ
て
、
ご
自
分

の
肌
を
逆
に
痛
め
て
い
た
り
し
て
い
ま
せ
ん

か
？
　
病
気
と
ま
で
は
言
え
な
く
て
も
ご
自
分
で

気
に
な
る
症
状
に
対
し
て
、

皮
膚
科
専
門

医
の
目
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
　
ご
希
望
が
あ
れ
ば
、
保
険
診
療
で
行

え
る
範
囲
の
加
療
の
他
、

自
費
診
療
と
は

な
り
ま
す
が
、
ケ
ミ
カ
ル
ピ
ー
リ
ン
グ
、
レ
ー

ザ
ー
治
療
な
ど
美
肌
美
白
に
対
す
る
施
術

も
行
っ
て
い
ま
す
。
　

　
病
院
に
行
こ
う
か
ど
う
し
よ
う
か
迷
う
程

度
の
症
状
で
も
、
気
軽
に
相
談
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

小野紀子皮膚科医師

保健師　小坂麻里子
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こ
の
問
診
内
容
を
も
と
に
し
て
、
私
達
保
健

師
が
責
任
を
持
っ
て
個
別
性
を
重
視
し
た
タ
イ

ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
組
み
、

午
後
に
行
わ
れ
る

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
・
相
談
内
容
を
決
定
い
た
し

ま
す
。

　
ま
た
、

ド
ッ
ク
終
了
後
も
フ
ォ
ロ
ー
が
必
要

と
な
っ
た
場
合
は
的
確
に
案
内
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
継
続
的
に
ド
ッ
ク
を
受
け
て
下
さ
る
方
に
は
、

次
年
度
以
降
の
ド
ッ
ク
に
関
し
て
も
、
前
回
の

結
果
を
周
知
し
た
上
で
コ
ー
ス
を
立
案
さ
せ
て

い
た
だ
く
と
い
っ
た
継
続
的
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
を
行

い
ま
す
。

　
個
別
相
談
に
お
い
て
は
、
私
達
保
健
師
は
、

食
事
面
か
ら
の
健
康

・
ダ
イ
エ
ッ
ト
相
談
を
含

ん
だ
全
般
的
な
部
分
を
担
当
い
た
し
ま
す
。

何
か
ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
い
つ

で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

　
少
子
化
が
進
む
中
で
、
子
育
て
環
境
の
整

備
が
不
十
分
で
あ
る
と
の
報
道
を
多
く
見
か

け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
産
む
産
ま
な
い

の
問
題
以
前
に
女
性
が
女
性
ら
し
く
あ
る
た
め

の
、

健
康
支
援
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
病
院
の
産
婦
人
科
は

一
般
の
女
性
に
と
っ
て
、
私
達
医
療
者
が

思
う
よ
り
も
敷
居
は
高
く
、
婦
人
科
疾

患
を
疑
わ
せ
る
状
況
や
妊
娠
に
関
わ
る

こ
と
が
な
い
か
ぎ
り
、

か
か
り
難
い
の
が

現
状
で
す
し
、

回
り
を
見
渡
し
て
も
気

軽
に
相
談
す
る
窓
口
は
な
か
な
か
見
当
た

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
達
助
産
師
は
、
出
産
に
関
わ
る
こ
と

だ
け
が
仕
事
で
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

女
性
が
女
性
ら
し
く
あ
る
た
め
の
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
に
合
わ
せ
た
身
体
面

・
精
神
面
の

良
き
支
援
者
で
あ
る
事
が
助
産
師
の
大
事

な
仕
事
の
一
つ
で
あ
る
と
い
う
考
え
の
も

と
、
当
院
の
レ
デ
ィ
ー
ス
ド
ッ
ク
で
は
、
少

し
で
も
健
康
な
女
性
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
を

支
援
で
き
れ
ば
、
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
折
し
も
世
界
助
産
師
保
健
機
構
で
は
、

『
健
康
な
女
性
が
健
康
な
少
女
を
育
む
』
と

ニ
０
年
以
上
前
か
ら
訴
え
続
け
て
、
小
児
の

頃
か
ら
の
性
教
育

・
思
春
期
の
身
体
的
支

援

・
結
婚
前
の
身
体
的
支
援

・
妊
娠
分
娩

産
褥
期
の
当
人
を
含
め
た
家
族
支
援

・
更

年
期
の
身
体
的
支
援
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

　
私
達
は
、
こ
の
精
神
を
踏
ま
え
て
皆
様
の

支
援
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

三階病棟師長代行　

小林さつき （助産師）
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受付～ドック前日

　レディースドックご利用希望の方はお電話

下さい。コース設定のお申し込み時点から、

保健師が提案・支援いたします。

ドック当日

　ドック当日のコース管理も保健師が行います。 　

　また事前の問診内容から、ドック受診後の各カウ

ンセリング・相談も保健師が各機関の調節役として

入ることで、個別性を重視した内容にします。

　当日わかる検査結果に関しては、ドック成績表を

結果説明時にお渡しいたします。

ドック終了後

　必要時、精密検査が受けられるよう担当保健師

が責任をもって受診案内を行います。

　また半年後、 1年後以降…といった継続的フォ

ローも行います。

【
新
ド
ッ
ク
誕
生
】

　
女
性
は
生
活
環
境
や
年
齢
、
ホ
ル
モ
ン
の
状
態
に
よ
り
様
々

な
ス
ト
レ
ス
を
受
け
ま
す
。
健
康
を
保
つ
た
め
に
は
、
個
人
差

を
考
慮
し
た
き
め
細
か
な
配
慮
が
必
要
で
す
。
こ
れ
ら
の
問

題
を
解
決
す
る
た
め
、
新
た
に
レ
デ
ィ
ー
ス
ド
ッ
ク
を
開
設
す

る
事
に
致
し
ま
し
た
。

【
レ
デ
ィ
ー
ス
ド
ッ
ク
の
三
つ
の
特
徴
】

　
「
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
」
（
ド
ッ
ク
申
し
込
み
後
に
届
け
ら
れ
る

問
診
票
に
答
え
る
事
で
、
担
当
保
健
師
が
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
内

容
を
最
適
化
し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
な
ど
の

相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。
）

　
「
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」
（
漢
方
医
の
診
断
と
皮
膚
科
医
の
診
断

に
加
え
助
産
師

・
保
健
師
の
相
談
を
組
み
合
わ
せ
た
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
）

　
「
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
」
（
ド
ッ
ク
終
了
後
も
担
当
保
健
師
に
よ
り

健
康
維
持
の
た
め
の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
が
継
続
さ
れ
ま
す
。
）

【
サ
ク
ラ
コ
ー
ス
と
ア
ネ
モ
ネ
コ
ー
ス
】

　
サ
ク
ラ
コ
ー
ス
は
、
ブ
ラ
イ
ダ
ル
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
を
ご
希
望
の

方
に
最
適
化
さ
れ
て
い
ま
し
て
、
婦
人
科
検
診
に
重
点
を
置

い
た
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ア
ネ
モ
ネ
コ
ー
ス
は
、
消
化
器
系
お
よ
び
、
癌
の
検
査
も
含

ま
れ
る
一
般
的
な
全
身
ド
ッ
ク
を
含
ん
だ
コ
ー
ス
設
定
と
な
っ
て

い
ま
す
。
更
年
期
チ
ェ
ッ
ク
を
ご
希
望
の
方
に
は
オ
プ
シ
ョ
ン
に

て
更
年
期
セ
ッ
ト
も
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。
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～禁煙の治療薬～

や
め
た
い
け
ど
な
か
な
か
や
め
ら
れ
な
い
、

タ
バ
コ
。
貼
り
薬
や
の
み
薬
を
使
っ
た
禁
煙
の

治
療
が
あ
り
ま
す
。

今
回
は
禁
煙
に
使
う

薬
に
つ
い
て
の
話
で
す
。

　
タ
バ
コ
が
や
め
ら
れ
な
い
理
由

　
タ
バ
コ
が
や
め
ら
れ
な
い
理
由
の
一
つ
に
、

タ
バ
コ
を
吸
う
習
慣
が
つ
い
て
い
る
と
い
う
精

神
的
依
存
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
く
り

返
し
摂
取
し
て
い
た
ニ
コ
チ
ン
が
体
か
ら
な
く

な
り
不
快
に
な
る
と
い
う
身
体
的
依
存
も

あ
り
ま
す

（
図
１
）
。
薬
は
離
脱
症
状
を
軽

く
す
る
効
果
な
ど
が
あ
り
、

禁
煙
の
手
助

け
に
な
り
ま
す
。

ニコチンが
体内に入る

ニコチンが体内からなくなる
→離脱症状がでる
　　↓
イライラする、落ち着かないなど

満足感、多幸感、気分が高揚する、目が覚める
緊張感をやわらげるなどの作用がある物質
（＝ドパミン）がでる→タバコの満足感につながる

ニコチンが
脳に
作用する

タバコが
吸いたくなるタバコを吸う

ニコチンが
体内に入る

ニコチンが体内からなくなる
→離脱症状がでる
　　↓
イライラする、落ち着かないなど

満足感、多幸感、気分が高揚する、目が覚める
緊張感をやわらげるなどの作用がある物質
（＝ドパミン）がでる→タバコの満足感につながる

ニコチンが
脳に
作用する

タバコが
吸いたくなるタバコを吸う

図１：タバコの身体的依存のサイクル

　
当
院
の
禁
煙
外
来
で
使
わ
れ
て
い
る
薬

●
ニ
コ
チ
ネ
ルT

T
S
30

・
同2
0

・
同10

　
ニ
コ
チ
ン
を
含
ん
だ
皮
膚
に
貼
る
薬
で

す
。 

一
日
一
回
、
上
腕
や
お
腹
、
背
中

な
ど
に
貼
る
こ
と
で
、
皮
膚
か
ら
ニ
コ
チ

ン
を
徐
々
に
吸
収
さ
せ
ま
す
。
タ
バ
コ
の

代
わ
り
に
ニ
コ
チ
ン
を
補
給
し
、
補
給
す

る
量
を
段
階
的
に
減
ら
し
て
体
を
な
ら

し
て
い
き
、

離
脱
症
状
を
軽
く
し
ま

す
。
通
常
、

治
療
期
間
は
八
週
間
で

す
。
治
療
開
始
時
よ
り
タ
バ
コ
は
吸
え
ま

せ
ん
。
（
図
２
）

ﾆｺﾁﾈﾙTTS
30 20

10

0週 6週 8週

図2：ニコチネルTTSの投与スケジュール（目安）

ニコチネルTTS
の投与量

治療開始＝禁煙開始日

ﾆｺﾁﾈﾙTTS
30 20

10

0週 6週 8週

図2：ニコチネルTTSの投与スケジュール（目安）

ニコチネルTTS
の投与量

治療開始＝禁煙開始日

●
チ
ャ
ン
ピ
ッ
ク
ス
錠

　
ニ
コ
チ
ン
を
含
ま
な
い
の
み
薬
で
す
。

　
脳
内
で
ニ
コ
チ
ン
の
作
用
を
弱
め
る

効
果
が
あ
り
ま
す
。
タ
バ
コ
を
吸
っ
た

後
の
満
足
感
が
得
に
く
く
な
る
と
共

に
、
離
脱
症
状
を
軽
く
す
る
効
果
が

あ
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
ド
パ
ミ
ン
を
少
量
放
出
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
離
脱
症
状
を
軽
く
し
タ

バ
コ
が
吸
い
た
い
と
い
う
欲
求
を
抑
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
飲
み
始
め
の
一
週
間
は
タ
バ
コ
を
吸

い
な
が
ら
服
用
し
、
八
日
目
に
は
禁

煙
を
開
始
し
ま
す
。
通
常
、
服
用
期

間
は
十
二
週
間
で
す
。
（
図
３
）
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禁
煙
で
き
な
い
こ
と
は
意
思
だ
け
の
問
題

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ニ
コ
チ
ン
を
体
が
欲
し

が
っ
て
い
る
と
い
う

「
病
気
」
で
す
。
医
師
と

相
談
し
な
が
ら
禁
煙
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

練
馬
総
合
病
院
　
禁
煙
外
来

　
木
曜
日
の
午
後
、

内
科
の
豊
田
医
師
が

担
当
し
て
い
ま
す
。

禁
煙
外
来
の
メ
リ
ッ
ト

・
医
師
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

・
健
康
保
険
を
使
っ
て
禁
煙
の
治
療
が
受
け

ら
れ
る
た
め
、
負
担
額
が
軽
く
な
り
ま
す
。

　
三
割
負
担
の
場
合
：
ニ
コ
チ
ネ
ルT

T
S

の

場
合
八
週
で
一
万
二
０
０
０
円
程
度
、
チ
ャ

ン
ピ
ッ
ク
ス
の
場
合
十
二
週
で
一
万
八
０
０
０

円
程
度
で
す
。
　
　

　
※
健
康
保
険
を
使
っ
て
の
治
療
に
は
一
定

の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

0.5mg
1mg

図3：チャンピックスの投与スケジュール（目安）

1～3日目 4～7日目 2週 4週 8週 12週

チャンピックス
　　の服用量

禁煙開始日（8日目）

2mg 2mg 2mg 2mg

治療開始

0.5mg
1mg

図3：チャンピックスの投与スケジュール（目安）

1～3日目 4～7日目 2週 4週 8週 12週

チャンピックス
　　の服用量

禁煙開始日（8日目）

2mg 2mg 2mg 2mg

治療開始

 

練
馬
総
合
病
院
委
員
会
活
動
の
紹
介

 

　
練
馬
総
合
病
院
の
経
営
理
念
は
「
職
員
が
働

き
た
い
、
働
い
て
よ
か
っ
た
、
患
者
さ
ん
が
罹
り

た
い
、
か
か
っ
て
よ
か
っ
た
、
地
域
に
在
っ
て
ほ
し

い
、
あ
る
の
で
安
心
、
と
い
え
る
医
療
を
行
う
」

こ
と
で
す
。

 

　
職
員

・
患
者

・
地
域
か
ら
信
頼
さ
れ
、
い
つ

で
も
安
心
し
て
利
用
で
き
る
病
院
を
実
現
さ
せ

る
た
め
に
、
職
種
横
断
的
な
委
員
会
活
動
が
活

発
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ハ
ロ
ー
ホ
ス
ピ
タ
ル
で
は

医
療
の
質
を
維
持
し
安
全
な
医
療
を
提
供
す
る

た
め
に
練
馬
総
合
病
院
の
多
く
の
委
員
会
の
日

常
的
な
活
動
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

第
一
回
は
広
報
委
員
会
を
紹
介
し
ま
す
。

　
広
報
委
員
会
は
平
成
三
年
に
練
馬
総
合
病
院

が
提
供
で
き
る
医
療
を
わ
か
り
や
す
く
地
域
の

患
者
さ
ん
に
伝
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
組
織

さ
れ
ま
し
た
。

　
広
報
誌

「
ハ
ロ
ー
ホ
ス
ピ
タ
ル
」
は
年
に
４
回
定

期
的
に
発
行
さ
れ
、

現
在
七
五
号
で
す
。

　
「
地
域
の
皆
様
へ
」
で
は
医
療
に
関
す
る
様
々

の
こ
と
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
た
り
、

院
長

の
医
療
に
対
す
る
考
え
方
を
地
域
の
皆
様
に
語

り
か
け
て
い
ま
す
。

職
員
も
病
院
の
取
り
組
み

を
紹
介
し
た
り
、
新
任
医
師
の
紹
介
、
検
査
・

薬
・
栄
養
な
ど
の
解
説
、
糖
尿
病
や
感
染
症
な

ど
身
近
な
病
気
に
つ
い
て
の
連
載
記
事
な
ど
書

き
、

興
味
あ
る
内
容
に
し
、
企
画
、
原

稿
依
頼
、
紙
面
較
正
に
至
る
ま
で
、
広
報

委
員
会
の
職
員
が
担
当
し
て
い
ま
す
。

 

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
、
病
院
紹
介
も

広
報
委
員
会
の
重
要
な
役
割
で
す
。

 

病
院
の
理
念
、
概
要
の
紹
介
、
診
療
科

紹
介
や
休
診
の
お
知
ら
せ
、
最
新
診
療

情
報
に
加
え
、
当
院
の
各
部
署
、
委
員

会
な
ど
の
活
動
を
紹
介
し
、

病
院
の
取

り
組
み
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
た
り
、

毎
年
取
り
組
ん
で
い
る
医
療
の
質
向
上
活

動
の
紹
介
な
ど
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容

を
随
時
更
新
し
て
い
ま
す
。

　
広
報
委
員
会
は
月
一
回
会
議
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　
医
師
、
看
護
部
、
検
査
科
、
薬
剤
科
、

放
射
線
科
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
、
栄

養
科
、
医
事
課
、
事
務
部
、
地
域
連
携

室
、
企
画
情
報
室
な
ど
多
職
種
職
員
で

構
成
さ
れ
、

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　 

練
馬
総
合
病
院
が
地
域
の
病
院
と
し
て

役
割
が
果
た
せ
る
よ
う
に
、
病
院
の
機
能

を
中
心
と
し
た
医
療
情
報
だ
け
で
は
な

く
、
内
容
に
温
か
み
の
あ
る
広
報
誌
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
　

ご
意
見
・
質
問
な
ど
メ
ー
ル
や
ご
意
見
箱

に
お
願
い
し
ま
す
。
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細
胞
診
の
検
査
結
果
従
来
はC

lass

分
類

(

パ
パ
ニ
コ
ロ
ウ
分
類)

を
用
い
て
診
断
基
準
と
し

て
き
ま
し
た
が
、
臓
器
毎
に
細
か
く
定
義
さ

れ
た
判
定
基
準
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、C

lass

分
類
は
用
い
ら
れ
な
い
傾
向
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
婦
人
科
細
胞
診
で
は
、
日
母
分
類
と
い
う

分
類
方
法
で
は
、
ク
ラ
ス
Ⅰ
、
Ⅱ
、
Ⅲ
、

　
　
、
Ⅳ
、
Ⅴ
と
表
記
し
、
ク
ラ
ス
Ⅳ
は
上

皮
内
癌
、
ク
ラ
ス
Ⅴ
は
癌
、
と
表
記
し
て
き

ま
し
た
が
、
婦
人
科
検
診
で
は
、

ベ
セ
ス
ダ

シ
ス
テ
ム
で
診
断
し
、
表
記
す
る
よ
う
に
変

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

ベ
セ
ス
ダ
シ
ス
テ
ム
と
は
・
・

　
ベ
セ
ス
ダ
シ
ス
テ
ム
と
は
標
本
の
適
否
、
総

括
診
断
、
記
述
的
診
断
の
３
つ
の
パ
ー
ト
か

ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
子
宮
頸
部
等
の
病
変
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検

査
の
報
告
様
式
で
、

報
告
結
果
は
病
変
を

判
断
し
記
述
診
断
と
な
っ
て
い
ま
す
。

子
宮
の
構
造
は
・
・

　
子
宮
頸
部
は
、
外
側
か
ら
皮
膚
・
外
陰
・
膣

と
連
続
性
に
、
扁
平
上
皮
細
胞
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
子
宮
の
入
口
を
少
し
入
っ

た
と
こ
ろ
で
、
子
宮
頸
部

（
頸
管
）
の
上
皮
を

構
成
す
る
腺
細
胞
と
ぶ
つ
か
り
合
う
と
こ
ろ
が

あ
り
ま
す
。

　
こ
の
部
位
の
未
熟
な
細
胞
が
異
常
に
増
え
て
い

く
状
態
が
、
子
宮
頸
癌
で
す
。

　
組
織
型
に
は
、
も
と
の
扁
平
上
皮
が
異
常
増

殖
す
る
「
扁
平
上
皮
癌
」
と
頸
部
の
腺
細
胞
が

増
殖
す
る

「
腺
癌
」
が
あ
り
す
。

日母分類とベセスダシステム2001の対応（陰性・扁平上皮系異常）
ベセスダシステム 日母分類 推定病変

陰性（ＮＩＬＭ） Ⅰ・Ⅱ 非腫瘍性所見　炎症

意義不明異型扁平上
皮（ＡＳＣ－ＵＳ） Ⅱ　Ⅲa

軽度軽度扁平上皮内
病変疑い

高度病変が除外でき
ない異型扁平上皮
（ＡＳＣーＨ）

Ⅲ　Ⅲb
高度扁平上皮内病変
疑い

軽度扁平上皮内病変
（ＬＳＩＬ）

Ⅲa　 軽度異形成

高度扁平上皮内病変
（ＨＳＩＬ） Ⅲa　Ⅲb　Ⅳ

中等度異形成　高度
異形成　上皮内癌

扁平上皮癌
（ＳＣＣ）

Ⅴ
扁平上皮癌（微小浸
潤癌も含む

 

ベ
セ
ス
ダ
シ
ス
テ
ム
の
細
胞
診
判
定

　
陰
性
、
扁
平
上
皮
系
異
型
、
腺
系
異
型

に
分
け
表
記
し
ま
す
。

陰
性
は
次
回
の
定
期
健
診

扁
平
上
皮
系
異
型
と
腺
系
異
型
の
場
合

の
対
応
は

①
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査

②
六
ヶ
月
以
内
の
細
胞
診
再
検

③
コ
ル
ポ
ス
コ
ピ
ー

④
生
検
等
で
あ
る
。

　
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
や
六
ヵ
月
後
の
細
胞
診
再

検
の
判
定
がA

S
C
-
U
S
(

ア
ス
ク
ユ
ー
エ
ス
、

ア
ス
カ
ス)

と
記
載
さ
れ
ま
す
。

　
コ
ル
ポ
ス
コ
ピ
ー
、
生
検
の
と
き
はA

S
C
-

H
(

ア
ス
ク
エ
ッ
チ),L

S
IL
,H
SIL
,SC
C

や
腺

系
異
常(A

G
C

等)

と
詳
細
に
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
（
下
記
表
が
ベ
セ
ス
ダ
シ
ス
テ
ム
と
従

来
の
診
断
と
の
対
比
で
す
）

　
ま
だ
、
全
て
の
病
院
や
検
査
所
で
表
記
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
順
次
変
更
さ
れ
て
い
き

ま
す
の
で
、

検
診
結
果
は
記
述
所
見
を
よ

く
読
み
、

主
治
医
の
説
明
を
お
聞
き
下
さ

い
。
　
当
院
で
は
所
見
を
記
述
し
て
い
ま
す
が
、

表
記
は
日
母
分
類
で
す
。

参
考
　
子
宮
頸
部
癌
は
性
交
渉
の
際
に
粘
膜
に
つ
い

た
傷
か
ら
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス

（H
P
V

）

が
感
染
し
、
細
胞
レ
ベ
ル
で
増
殖
し
、
異
形
成

か
ら
最
終
的
に
癌
に
な
る
事
が
解
明
さ
れ
て
い

る
病
気
で
す
。

　
子
宮
頸
部
癌
細
胞
か
ら
検
出
さ
れ
る
確
率

の
高
い
と
言
わ
れ
て
い
る
１
６
型
と
１
８
型
の

ウ
ィ
ル
ス
で
す
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
年
齢
は
１
０
歳
か
ら
接

種
可
能
で
一
般
的
に
は
約
２
０
年
間
の
効
果
が

期
待
出
来
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
で
き
れ
ば
、

性
交
渉
の
経
験
の
な
い
時
点
で
接
種
し
た
い
ワ

ク
チ
ン
で
す
。

　　● 婦人科細胞診
　　診断基準の変更 ●

Ⅲａ

Ⅲｂ　
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えび（素干し） １０ｇ　　　　　　　 ①玉ねぎは５mmの厚さに切り、水菜は４～５cmの長さに切る
玉ねぎ　　　　　　４５ｇ　　　　　　　②Aの卵を割りほぐして冷水を加え小麦粉を振るいながら加え、
水菜　　　　　　　２０ｇ　　　　　　　　　　ざっくりと混ぜて衣をつくる
　　　卵　　　　１個　　　　　　　　　③衣に①と桜えびを混ぜ、６等分して170℃の揚げ油に入れ
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　　　薄力粉　　１／２カップ弱　 ④器に盛りすだちまたわレモンを添える。
すだち・レモン　適量　　　　　　　　天つゆまたは塩をつけて食べる。　
揚げ油　　　　　　　適量　　　　　　　　
天つゆ、塩　　　　適量　　　　　　

桜えびと水菜のかき揚げ　　（エネルギー380kcal ：塩分0,3g）
材料（2人分）　　　　　　　　　　作り方

　
骨
粗
し
ょ
う
症
は
、
骨
量
が
低
下
し
て
骨
が

ス
カ
ス
カ
に
な
り
、
も
ろ
く
な
る
病
気
で
す
。

　
高
齢
者
の
骨
折
は
寝
た
き
り
に
な
る
こ
と
が

あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。
骨
粗
し
ょ
う

症
は
得
に
女
性
に
多
い
病
気
で
閉
経
後
、
急

に
骨
量
が
減
り
ま
す
。

平
均
寿
命
も
男
性

よ
り
長
い
た
め
定
期
的
な
骨
量
検
査
を
お
す

す
め
し
ま
す
。

骨
粗
し
ょ
う
症
に
な
り
や
す
い
リ
ス
ク

・
家
族
が
な
っ
た
こ
と
が
あ
る

（
骨
が
も
ろ
く

な
り
や
す
い
体
質
を
受
け
継
い
で
い
る
可
能

性
が
あ
る
）

・
昔
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
繰
り
返
し
て
い
た

（
食
事

制
限
に
よ
る
ダ
イ
エ
ッ
ト
は
カ
ル
シ
ウ
ム
量
の
摂

取
が
不
足
し
や
す
い
。
ま
た
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
分

泌
が
低
下
し
た
り
、

生
理
不
順
や
無
月
経

に
な
り
や
す
い
）

・
タ
バ
コ
、
お
酒
、
カ
フ
ェ
イ
ン
が
好
き

（
喫

煙
は
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
の
働
き
を
阻
害
し
た
り
カ

ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
率
を
下
げ
る
。
過
度
の
飲

酒
や
大
量
の
カ
フ
ェ
イ
ン
の
摂
取
も
尿
か
ら

の
カ
ル
シ
ウ
ム
の
排
泄
を
促
進
す
る
）

・
身
長
が
低
く
や
せ
型
で
あ
る

（
骨
は
あ
る

程
度
の
負
荷
を
か
け
る
と
丈
夫
に
な
る
性
質

が
あ
る
た
め
、
一
般
的
に
骨
へ
の
負
荷
が
小

さ
い
。
低
身
長
、
低
体
重
の
人
は
骨
が
弱
い

傾
向
が
あ
る
）

・
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
を
良
く
食
べ
る
（
イ
ン
ス

タ
ン
ト
食
品
に
含
ま
れ
る
リ
ン
は
尿
か
ら
の
カ

ル
シ
ウ
ム
排
泄
を
促
進
す
る
）

・
運
動
を
し
な
い

（
骨
は
筋
肉
で
被
わ
れ
て

い
て
、
筋
肉
の
運
動
に
よ
っ
て
骨
に
負
荷
が
か

か
り
強
く
な
っ
て
い
く
。
運
動
不
足
や
筋
力

低
下
も
骨
量
の
低
下
に
つ
な
が
る
）

・
胃
腸
が
弱
い
（
カ
ル
シ
ウ
ム
を
と
っ
て
い
て
も

十
分
に
消
化
、

吸
収
で
き
な
い
こ
と
が
あ

る
。
胃
を
切
除
し
た
人
も
リ
ス
ク
が
高
く
な

る
）

　
骨
を
丈
夫
に
す
る
に
は
、
骨
の
材
料
に
な

る
カ
ル
シ
ウ
ム
を
た
っ
ぷ
り
摂
る
こ
と
が
必
要

と
同
時
に
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
を
た
す
け
る

ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
を
摂
っ
た
り
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
利

用
を
妨
げ
る
塩
分

・
タ
バ
コ
を
控
え
る
注

意
が
必
要
で
す
。
カ
ル
シ
ウ
ム
は
乳
製
品

や
魚
貝
類
、
大
豆
食
品
、
青
菜
、
海
藻

に
多
く
含
ま
れ
ま
す
。
上
手
な
献
立
で

カ
ル
シ
ウ
ム
を
多
く
摂
り
ま
し
ょ
う
。

　
カ
ル
シ
ウ
ム
を
効
率
良
く
摂
る
た
め
の

栄
養
素
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｋ
と
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
で

す
。

  

ビ
タ
ミ
ン
Ｋ
は
骨
か
ら
カ
ル
シ
ウ
ム
が
出

る
の
を
抑
制
し
、
納
豆
や
小
松
菜
・
ほ
う

れ
ん
草
な
ど
に
お
お
く
ふ
く
ま
れ
ま
す
。

　 

ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
は
か
つ
お
、
鮭
、
卵
黄
、
干

し
し
い
た
け
な
ど
に
多
く
含
ま
れ
ま
す
。

　
カ
ル
シ
ウ
ム
の
効
果
を
高
め
る
た
め
に
は

運
動
と
日
光
が
大
切
で
す
。
歩
行
・
ジ
ョ

ギ
ン
グ
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
な
ど
の
適
度
な
運

動
は
骨
の
新
陳
代
謝
を
活
発
に
し
カ
ル
シ

ウ
ム
が
骨
に
定
着
す
る
の
を
助
け
ま
す
。

　 

カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
を
助
け
て
く
れ
る

ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
は
日
光
浴
で
作
ら
れ
ま
す
。

皮
下
脂
肪
に
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
に
な
る
前
の

物
質
が
あ
り
、
日
光
の
紫
外
線
を
浴
び

る
こ
と
に
よ
り
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
に
変
化
し
ま

す
。

骨粗しょう症

　　　　の食事
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腰
痛
と
リ
ハ
ビ
リ

<

は
じ
め
に>

  

腰
痛
は
、
先
進
諸
国
の
国
民
の70

％
以
上

が
生
涯
の
い
ず
れ
か
の
時
点
で
経
験
す
る
と
い

わ
れ
て
い
る
ほ
ど
頻
度
が
高
い
疾
患
で
す
。
非

常
に
多
く
の
人
が
悩
ん
で
い
る
疾
患
で
あ
る
た

め
、
腰
痛
は
生
活
習
慣
病
の
一
つ
と
も
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

 

　
腰
痛
の
治
療
法
は
、
腰
痛
の
原
因
に
よ
り

異
な
り
ま
す
が
、
安
静
、
薬
物
療
法
、
手
術
、

神
経
ブ
ロ
ッ
ク
、
温
熱
療
法
、
牽
引
療
法
、
運

動
療
法
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
腰
痛
の
原

因
、
運
動
療
法

（
体
操
）
、
予
防
に
つ
い
て
連

載
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

<

腰
痛
の
原
因>

 

　
腰
痛
が
起
こ
る
原
因
と
し
て
は
、
「
姿
勢
の

悪
さ
」
「
激
し
い
運
動
や
労
働
」
「
老
化
に
よ
る

も
の
」
「
内
臓
の
病
気
」
「
精
神
的
ス
ト
レ
ス
」
な

ど
様
々
な
原
因
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。

１
・
背
骨
に
原
因
す
る
腰
痛

骨
折
、
す
べ
り
症
、

椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
な
ど

２
・
筋
肉
、
靭
帯
に
原
因
す
る
腰
痛

ぎ
っ
く
り
腰
、
腰
部
打
撲
、
筋
・
筋
膜
炎
、

姿
勢
性
腰
痛
な
ど

３
・
神
経
に
原
因
す
る
腰
痛

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
、

脊
髄
腫
瘍
な
ど
の
神
経

疾
患
に
よ
る
も
の

４
・
内
臓
疾
患
に
原
因
す
る
腰
痛

　
胃
腸
・
す
い
臓
・
肝
臓
疾
患
、
腎

・
尿
結

石
、

婦
人
科
の
病
気
、

悪
性
腫
瘍
な
ど

腰
の
骨
や
椎
間
板
の
異
常
の
多
く
は
、
レ
ン

ト
ゲ
ン
検
査
やM

R
I

検
査
で
分
か
り
ま
す
。

　
そ
れ
以
外
の
腰
痛
は
筋
肉

・
靭
帯
の
損

傷
、
姿
勢
に
よ
る
も
の
や
、
内
臓
疾
患
、
心

の
病
気
の
サ
イ
ン
だ
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

<

腰
痛
に
な
り
や
す
い
人>

　
腰
痛
に
な
り
や
す
い
人
は
、
重
い
荷
物
を

運
ん
だ
り
、
中
腰
や
立
ち
っ
ぱ
な
し
で
仕
事

を
す
る
こ
と
が
多
い
人
で
す
。
普
通
に
立
っ

て
い
る
時
よ
り
中
腰
で
は
約1

.5

倍
、
腰
だ
け

曲
げ
て
膝
を
曲
げ
ず
に
荷
物
を
持
ち
上
げ

た
場
合
は
約2.2

倍
腰
に
負
担
が
か
か
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す

（
図
）
。

　
ま
た
、
頭
よ
り
も
高
い
荷
物
や
腕
を
伸
ば

し
て
体
か
ら
荷
物
を
持
つ
こ
と
や
体
を
ひ

ね
っ
た
状
態
で
荷
物
を
受
け
渡
し
す
る
こ
と

も
腰
痛
を
引
き
起
こ
し
や
す
い
動
作
と
言

え
ま
す
。

　
力
仕
事
だ
け
で
は
な
く
、
一
日
中
デ
ス
ク

ワ
ー
ク
の
人
や
長
時
間
車
を
運
転
し
て
い
る

ド
ラ
イ
バ
ー
も
腰
痛
に
か
か
り
や
す
い
で
す
。

　
座
っ
て
い
る
姿
勢
は
立
っ
た
と
き
よ
り
約
１

４
倍
腰
に
負
担
が
か
か
り
ま
す
。

長
時
間

同
じ
姿
勢
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
継
続
的
に

負
荷
が
か
か
り
、
腰
を
支
え
る
筋
肉
が
疲

労
し
固
く
な
っ
て
し
ま
い
血
液
循
環
も
悪
く

な
り
、
痛
み
を
出
す
物
質
が
産
生
さ
れ
腰

痛
が
症
状
と
し
て
表
れ
ま
す
。

<
腰
痛
の
応
急
処
置>
　
ぎ
っ
く
り
腰
な
ど
急
性
腰
痛
は
日
常
も
っ

と
も
一
般
的
で
高
い
頻
度
で
発
生
し
、
激
し

い
痛
み
で
動
け
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
場
合
、
ど
う
対
処
し
た
ら
い
い
で

し
ょ
う
か
。

　
安
静
を
と
る
こ
と
が
第
１
で
す
。
膝
を
曲

げ
て
寝
る
と
痛
み
は
軽
減
し
ま
す

（
セ
ミ

フ
ァ
ー
ラ
ー
肢
位
）
。
ま
た
、
起
き
る
と
き

は
体
を
横
向
き
に
し
て
か
ら
起
き
上
が
る
よ

う
に
す
る
と
腰
へ
の
負
担
は
少
な
く
な
り
ま

す
。
歩
く
と
き
は
少
し
前
か
が
み
の
姿
勢
で

歩
く
と
良
い
で
し
ょ
う
。

　
２
～
３
日
ベ
ッ
ド
で
安
静
に
し
て
い
れ
ば
痛

み
は
和
ら
ぎ
ま
す
。

炎
症
が
治
ま
っ
て
い
れ

ば
温
め
る
と
い
い
で
し
ょ
う
。

　
４
日
以
上
の
安
静
は
か
え
っ
て
筋
力
や
体

力
が
低
下
し
て
し
ま
う
た
め
、
我
慢
で
き
る

か
ぎ
り
の
範
囲
で
日
常
生
活
を
行
い
、

痛

み
が
減
ら
ず
し
び
れ
な
ど
の
症
状
が
あ
る
場

合
は
整
形
外
科
に
受
診
す
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。

次
号
は
腰
痛
の
運
動
療
法

（
体
操
）
に
つ
い

て
解
説
し
ま
す
。

　
【
リ
ハ
ビ
リ
通
信
】
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患者さんの声にお答えします

Ｑ
．
１
階
の
ト
イ
レ
を
使
用
し
た
と
き
に
物

を
か
け
る
フ
ッ
ク
の
他
に
荷
物
を
置
く
場

所
が
な
く
不
便
し
て
い
ま
す
。

　
フ
ッ
ク
の
ほ
か
に
物
を
置
く
台
を
設
け
て

ほ
し
い
と
思
す
。

　
改
善
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
可
能
で
し
ょ

う
か
？

Ａ
．
１
階
の
外
来
ト
イ
レ
の
個
室
に
荷
物
置

き
場
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
台
の
位
置
や
台
の
高
さ
な
ど
、

使
用
状

況
に
応
じ
変
更

・
改
善
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
ご
自
由
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

Nerima-General-Hospital　患者満足向上委員会

接遇ワンポイント講座Ⅲ

*　敬語の種類　*
敬語が正しく使えることは大きな信頼感につながります。
敬語の基礎知識を身につけ、敬語感覚を磨きましょう！！

敬語は３種類
　１．尊敬語･･･相手または相手に関係のある人や持ち物・状態　
　　　　　 　　動作を敬って使う言葉
　　　　　 　（用法：～れる、～られる、お～になる）

　２．謙譲語･･･自分または自分に関係のある人や持ち物・状態　
　　　　 　　　動作をへりくだって使う言葉
　　　　　　 （用法：～させていただく、お～する）

　３．丁寧語･･･相手に敬意を表すために丁寧に使う言葉
　　　　　 　（用法：～です、～ます、～ございます）
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お待ちして
　　おります

　広報委員会では、当院に対する皆様からの

ご意見・ご質問など（その他何でも結構です）

お待ちしております。

　院内に設置してあるご意見箱、または

E-mailでお待ちしております。

＊ご意見箱設置場所＊　　各階談話室

　　　　　　　　　　　　　　　　　玄関入口総合案内

連絡先　 Te l　 03-5988-2200 　　　　　　　　　
　　　　　　　　Fax　　03-5988-2250
　　　　　　　e-mail : info@nerima-hosp.or.jp
　　　　　　　http://www.nerima-hosp.or.jp

お　知　ら　せ

○５月１０日～１３日まで看護週間開催します。
　１３日には講演会やふれあい看護体験を予定しています。
　
　詳細は後日ホームページ・チラシをご覧ください。

　

患者さんから春の贈り物
院内にも春の香りが漂いました



当院へのご案内

　交通：電車　■西武池袋線　　　　江古田駅南口　　徒歩７分
　　　　　　　■地下鉄有楽町線　　小竹向原④出口　徒歩15分
　　　　　　　■都営大江戸線　　　新江古田出口　　徒歩10分　　　

〒176-8530　
東京都練馬区旭丘１-２４-1

　Tel．０３－５９８８－２２００

FAX.０３－５９８８－２２５０

練馬総合病院入り口

★診療科目★ 内科／外科／整形外科／皮膚科／泌尿器科／産婦人科／眼科／

小児科／脳外科／リハビリテーション科／放射線科

人間ドック／脳ドック／癌検診
　　　　　　　　　　　健康医学センター／糖尿病センター／創傷ケアセンター／内視鏡センター

★受付時間★ 午前の診療受付　　午前８時～午前１１時

午後の診療受付　　正午～午後４時

★休 診 日★ 土曜日／日曜日／祝祭日／年末年始

急患は年中無休で24時間診療いたします

★２４時間救急受付★ 当直医常時３名体制　

　　　（内科／外科系／産婦人科）

★面会時間★　　　平日　　午後3時～午後8時

　　　　　　　　　土･日･祝日　午前10時～午後8時

　＊平日午後7時・休日午後5時30分以降は夜間救急入口になります。

　☆新生児面会時間☆

　平日　　　　午後３時～3時30分　午後5時～午後7時

　土･日･祝日　午前11時から12時　午後３時～3時30分　午後5時～午後7時

｢ﾊﾛ-ﾎｽﾋﾟﾀﾙ｣：第74号
平成22年　4月1日発行（年4回発行）
発行／編集

財団法人東京都医療保健協会

練馬総合病院　広報委員会




